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を補正した Zスコア（HRZage/temp）に変換し、対象者は HRZage/tempの 5
分位点により 5群に分けられた。初回 IVIG治療終了後 24時間時点での体温が
38℃未満であった場合、「治療反応性あり」と判断した。 
解析対象 322 例中、98 例が初回 IVIG 治療に対して不応例であった。
HRZage/tempが最も低い群において IVIG不応割合が最も高く、中央群に対す
るオッズ比は 2.10 [95%信頼区間 1.01-4.37]であった。これに対して冠動脈病
変発生割合は HRZage/temp が最も高い群において高く、中央群に対するオッ

























低心拍数群（第 1五分位群）において IVIG不応割合が最も高く、対照群（第 3
五分位群）に対するオッズ比は 2.10 [95%信頼区間(CI)1.01-4.37]であった。こ
れに対して CAL 発生割合は高心拍数群（第 5 五分位群）において高く、オッ
ズ比は 2.61 [95%CI 0.86-7.92]であった。想定される交絡因子を調整した後も、
この傾向は変わらなかった。 
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